
研究室概要：
2021年に新たに開設した研究室。建築計画の領域を広くとらえ、人・物的環境・社会的環境を包
括した視点で建築やまちの意義を追求し、地域創生プロジェクトやコミュニティデザインの実践、
政策提言に繋げます。

産学連携が可能な研究テーマ：
1）施設マネジメント計画、エリアマネジメント、空き家改修
2）中心市街地活性化、参加型まちづくり、リビングラボ、コミュニティデザイン、スマートシティ形
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図 拡張する建築計画の領域と既往の研究例
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研究3：参加者行動の実験

研究２：人と人をつなぐ場のイメージ

地球規模で持続可能な社会の実現に取り組む昨今、建築においても高度利用や高寿命化が強く
求められていますが、市場では、モノとしてスクラップアンドビルドする短絡的な対象であるのが課題
です。そこで、建築の本質的な価値を社会的な視点も導入して捉え直し、下記の研究を通じて、人と
空間・環境の関りやつながりに対する新しい指標を提示し、持続可能でスマートな建築とその集合
体としてのまちの形成に貢献する研究を行っています。これは、近年拡張する建築計画学に多くの
示唆をもたらす重要な研究です。
また、三重県内や関東の自治体で、産官学民連携による実践的研究も行っており、他地域への展
開も可能です。

研究例
▍ 地域イノベーションに繋ぐ「共創の場（リビングラボ）」の形成に関する理論研究と実践研究
▍ 公共施設等のファシリティマネジメント、アセットの利活用に関する研究と手法の提案
▍ データにもとづく人の行動の説明と都市政策（スマートシティ政策）に関する研究
▍ 気象データの地域生活における利活用提案とフィージブルスタディ

◆ 「リビングラボ」に関する動画はこちら ◆ 地域創生に関する授業動画はこちら（English）

連絡先：059-231-9440、skondo@arch.mie-u.ac.jp


